
【カテゴリー皿】 日本建築学会計画系論文集　第571号，129－136，2003年9月
　　J．　Archit．　Plann．，　AIJ，　No．　571，　129－136，　Sep．，　2003

建築家・南信の経歴と住宅作品にみられる特徴について

MAKOTO　MINAMI　：　HIS　CAREER　AND　RESIDENTIAL　DESIGNS

　　　井上祐一＊，初田　亨＊＊

Yuichi　IAIO　UE　and　Tohru　HA　7SUDA

This　paper　discusses　the　architectural　style　and　work　of　Makoto　Minami，　one　of　Frank　Lloyd　Wright’s　apprentices，

over　the　course　of　his　three　major　periods：　SendailTokyo，　HyogolOsaka，　and　Manchuria．

During　the　Sendai／Tokyo　period，　Minami　had　a　partnership　with　Arata　Endo．　During　the　Hyogo10saka　period，

he　established　his　own　architectural　firm．　During　the　third　period，　he　established　an　office　with　Endo　in　Manchuria．

Of　the　14　designs　completed　in　his　second　period，　11　of　them　have　much　in　common　with　design　by　Wright　and　Endo．

Minami’s　style　shifted　after　1932，　when　he　used　‘trockenbau’　dry　construction　on　his　own　house．

K7eywords：EL．　VVright，　Arata　Endo．　lmperial　Hotel，　Koshien’HoteL　7｝Tockenbau，　Osaka

　　　　　ライト，遠藤　新，帝国ホテル，甲子園ホテル，乾式工法，大阪

はじめに

　フランク・ロイド・ライトが設計した、帝国ホテルの建設には多

くの日本人スタッフが従事していたことは知られている。ここには、

いわゆるライトの弟子とされる遠藤新をはじめ田上義也、土浦亀城

をはじめとして、南信、河野傳1、内山隈三2、渡辺己午蔵、藤倉憲

二郎3、伊藤清造4、剣持某、高橋某5がいる。

　ライトの弟子の一人である南信は、後に遠藤新とともに設計事務

所を営んだが、遠藤の陰に隠れ、その経歴についてはあまり知られ

ていなかった。また帝国ホテル建設以降に、南は遠藤新とともにラ

イトのスケッチによる山邑太左衛門別邸を完成させたことでも知ら

れているが、遠藤との共同事務所で彼が担当した作品や、彼が一人

で活動した時期の作品については、これまであまり明らかにされて

いない。本稿は、南が一人で活動した時代に着目し、’雑誌資料およ

び聞き取り調査等によって、新たに判明した南信の経歴および建築

作品について報告すると共に、彼の作品の中でも数の多い住宅に見

られる作風について言及するものである。

　南の経歴については、主に彼の義妹にあたる南範子氏ならびに甥

にあたる針岡繁氏からの、聞き取り及び提供資料、あるいは当時の

建築雑誌『建築雑誌』『建築と社会』r新建築』によっている。また、

南の作品（計画案を含む）については、主として当時（1923～1935）

の建築雑誌『建築雑誌』『建築と社会』『新建築』『建築画報』『建築

世界』『住宅』及び書籍rアルス建築大講座』『近代建築画譜近畿篇』

について調査し、確認できた作品について報告する。なお、1作品

については、1980年発行の『日本基督教団仙台ホサナ教会創立

百周年記念小史』によっている。

1．南信の経歴

　南の経歴を大別すると、仙台および東京時代、兵庫および大阪時

代、3）満州（現中国東北部）時代にわけて考えることが出来る。

1）仙台および東京時代

　南家は元仙台藩の士族で、南信は小学校校長を勤めた父寛壽と、

天文学者平山清次の姉である母きわの長男として、明治25年（18

92年）2月13日に仙台市（本籍地：青葉区木町通二丁目三〇番地）

で生まれた。後に、宮城県立仙台第二中学校および第二高等学校を

経て、大正6年（1917）に東京帝国大学工科大学建築学科を卒業

し6、日本トラスコン鋼材に入社した7。その後、帝国ホテルの建設

に参加している。ちなみに南は、第二高等学校および東京帝国大学

工科大学建築学科で遠藤新の3年後輩に当たる。なお、アメリカの
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建築家フランク・ロイド・ライトが設計し東京の日比谷に建設が進

められた帝国ホテルは、ライトの帰国後一年目過ぎた大正12年9

月1日に竣工披露の日を迎えたことはよく知られている。ライト帰

国後の大正11年10月には「遠藤南建築創作所」8の名称で遠藤

新と共に設計事務所を開設している。この事務所名については、遠

藤新の次男である楽氏に寄れば、昭和20年の戦災で焼けるまで遠

藤の事務所9には、遠藤の字で板に筆書きされた「遠藤新・南信建

築創作所」の表札が掛かっていた。しかし、山邑邸建設の後には、

分かれて南は独立したという10。

2）兵庫および大阪時代

　南は帝国ホテルの建設工事がまだ完成を見ない大正12年（192

3）の春に、「兵庫県武庫郡聾唖村芦屋山坂、山邑別邸方」に住所を

移転している11。

　南が芦屋に転居したのは、山邑太左衛門邸の現場に常駐して設計

監理に当るためであることは、移転先の住所からみて明らかであろ

う。ライト設計の山邑邸施主の孫にあたる山邑芳子氏によれば、山

邑別邸はライト設計の建物が建つ以前には和風の建物で、南はその

一室を事務所として使用していたという12（当時の写真が残ってい

る）。．

　山邑邸が竣工した13翌年、『建築と社会』の大正14年7月号に

は、新入会員として南の氏名と住所が掲載されている14。住所は「大

阪市北区堂島ビル3階202室」で、この時には、ここに居所を設け

ていたことが分かる。また、同年9月には「南建築事務所」の名称

が使われており15、所在地は記されていないが、『建築と社会』の

大正15年12月号に次の移転先が「兵庫県芦屋山坂1537」と

なっている。このことから考えれば16、「南建築事務所」の当初の

所在地は、既出の「堂島ビル」と考えられる。また、南の義弟の伊

東和雄（1907～1933）が、大正14年9月に「遠藤南建築

創作所」から「南建築事務所」に移籍している且7ことからも、大正

14年に南が独立した可能性が高いと判断できよう。なお、『建築と

社会』大正15年12月号と同じ芦屋の住所は、『新建築』の昭和2

年3月号の広告にも見られ、ここでは「南建築事務所」の名称が記

されている18。

　その後、r建築雑誌』の昭和3年4月号には、「事務所新設、大阪

市中ノ島大阪ビル5階」という記事があり、このころ、南が大阪の

中心地である中ノ島に事務所を構えたことが分かる19。その後、『建

築と社会』の昭和5年4月号には「大阪ビル南建築事務所」および

昭和7年10月号には「大阪・北・宗酉町、大ビル5階」とある20。

この「大ピル」は先の「大阪ピル」と所在地の表示は異なるものの、

当時の株式会社大阪ビルヂングが所有していた「ダイビル本館」と

考えられる21。昭和3年4月頃に「大阪ビル5階」で開設した設計

事務所が、昭和7年10月にも同所に置かれていたことが明らかで

ある。なお、所在地は移ったものの、大正14年9月越ら昭和7年

10月までの期間は、「南建築事務所」の名称が使用されていること

も明らかである。

　また、このころ南は兵庫県武庫郡良元村製塩（現宝塚市仁川北）

に自邸を建設している。なお、南の義弟の伊東和雄は、昭和8年7

月から南の自邸で病気の療養をし、同年9月16日に没している。
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［喪1コ南信年譜
南範チ氏、針岡繁氏の証言・提供資料、『建築雑誌』『建築と社会∫『新建築孟

および『伊東和雄小照』により作成

西暦 和暦

1892 明治25年2月13日 南寛壽、きわの長男として仙台市に生まれる．

1917 大正6隼 宮城県立仙台第一二中学校、第二高等学校を経て

結梺骰荘蜉w工科大学建築学科卒業

帝国ホテル建設に従事

1921 大正10年2月3日 伊東賢治次女雪子と結婚

1921 大正10年頃（？） 山邑邸（竣工13年）の現場監督のため芦屋に移住

1922 大正11年10月 「遠藤南建築創作所」の名称

1923 大正12年5月 「兵庫県武庫郡精道村芦屋山坂、山邑邸方」

1925 大正14年7月 「大阪市北区堂島ビル3階302室」

1925 大正14年9月 「南建築事務所」の名称

1926 大正15年12月 「転居兵庫県芦屋山坂1537」

1927 昭和2年3月 「南建築事務所」（兵庫県芦屋山坂1537）

且928 昭和3年4月 r事務所新設、大阪市中ノ島大阪ビル5階」

1930 昭和5年4月 「大阪大ビル南建築事務所」

1932 昭和7年 兵庫県武庫郡良元凹目塩（現宝塚市仁川北）に自邸竣工

1932 昭和7年10月 「南信大阪・北・宗是町、大ビル5階」

1933 昭和8年 自邸写真に「義兄の新邸」とある

1933 昭和9年 渡満

1935 昭和10年頃 遠藤新・南信建築設計：事務所（新京特別市浪速町2丁周4番地）

活G新田三郎、林実、佐藤高寿、ほか1名

1943 昭和i8年 肺結核のため療養

1946 昭和21年11月 病院船で帰国

1951 昭和26年3月20日 仙台にて没する。

彼の追悼集『伊東和雄小照』（昭和8年11月）に南信自邸の写真が

「義兄の新邸」として載っている。南の義妹である南範子氏によれ

ば、伊東の死の前年に南自邸が竣工したとのことであり、南の自邸

の建築年代は昭和7年と考えてよかろう。

　南の自邸は、昭和9年4月に南の妻雪子の兄である伊東俊雄（南

範子氏の父）一家に引き継がれ、平成2年（1990）までほぼ原型

のまま住み続けられたが、1994年に取り壊された22。

3）満州（道中国東北部）時代

　その後、南信は自邸を手放し、満州（邸中国東北部）に渡ってい

る。渡満の時期は明確でないが、南は『建築と社会』の昭和4年1

0月号から昭和8年12月号まで委員会委員等に名を連ねている。

しかし、それ以降、彼の名前の掲載が見られないことや、昭和9年

4月頃に自邸を手放している23ことから判断しても、昭和9年の4

月には渡満していたとするのが妥当であろう。なお、昭和8年10

月のr住宅』に掲載された、南信自邸の解説文で南は、「過渡期的な

自分」という表現をしている。

　渡満後の居所については、新京で南の事務所にしばらく滞在して

いた、南の甥である針岡隊旗の証言によれば、昭和10年頃には新

京特別市（現長春市）浪速町2丁目4番地に設計事務所があり、「遠

藤新・南信建築設計事務所」の看板が掲げられていたという24。ま

た所員には、新田三郎、林実、佐藤高寿、他1名がいた。新京にお

いて、遠藤新と共同で再び設計事務所を開設したことが分かる。

　南は昭和18年に結核を発病し、以後、新京郊外の孟家屯の療養

所で療養を続けていたが、終戦後の昭和21年11月に病院船で日

本に引き上げてきた25。その後、昭和26年3月20日に仙台にて

没している26。

2．南信の作品

　南信は、「南建築事務所」時代をはさんで、遠藤新と建築設計の事

務所を設立している。遠藤と共同で事務所を設立している時代の作

品については、どの作品が、南信が主に担当した作品であるか定か



ではない。ここでは、南信が主に設計したものが明らかな、「南建築

事務所」時代の作品、なかでもその数が半数以上を占める住宅につ

いて特徴を考察する。

1）作品掲載誌

　南の作品についての記事は、雑誌の『新建築』『建築と社会』及び

r住宅』に掲載が見られる。『新建築』には大正15年2月号（第2

巻第2号1926）をはじめとして昭和4年4月号（第5巻第4号

1929）までに、13件の掲載記事が認められる27。また、『建

築と社会』には昭和5年1月号（第13輯特集号）に1件28、『住

宅』には昭和7年6月（第17巻第6号）から昭和9年9月（第1

9巻第9号）までに、3件の掲載記事が認められる29。［表2－1］

　雑誌以外の書籍では、『アルス建築大講座（合本）第1巻』および

『同第3巻』（1930）に各1件30、『近代建築画譜近畿篇』（19

36）に1件31の掲載記事が確認できた。また、『日本基督教団仙台

ホサナ教会創立百周年記念小史』（1980）に1件確認した。

2）掲載作品

　南信の作品について、当時の建築雑誌『新建築』『建築と社会』r住

［表2－1】雑誌掲載の南信設計作贔について
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【表2－2コその他の掲載書籍と作品について
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宅』及び書籍『アルス建築大講座』『近代建築画譜近畿篇』の掲載記

事、あるいはr仙台ホサナ教会創立百周年記念小史』から、合計1

9の作品が確認できる。19のうち17の作品（17の内の1つは、

プランが2案ある。）は図面及び写真あるいは解説文臣があるが、他

の2つについては名称のみの掲載で、作品内容は不明である。内容

が明らかな17について用途ごとに作品をみると次のようになる。

（①から⑰の番号は［表2－1］［表2－2］［表3］および図版に

示した番号）

　住宅（11作品）

　　①K氏の住宅、③（③・a）菅野真算氏の住宅、④1および④・2

　　二十坪前後の家、⑦某氏の家、⑧郊外に建つ家、⑩某氏の家、

　　⑪住宅、⑬亀高邸、⑭新荘氏邸、⑮鹿姑居（自邸）、⑯高田氏邸

　集合住宅（1作品）

　　⑨会下山のアパートメント

　事務所付住宅（1作品））

　　⑥事務所付住宅

　店舗（2作品）

　　②第一屋、⑫山の喫茶店

　医院（1作品）

　　⑤（⑤一a、⑤b、⑤・c）櫻根医院

　教会（1作品）

　　⑰仙台バプテスト教会

　なお、名称の掲載のみで用途不明の2作品は、⑱神戸婦人同情会

館と⑲日本絹綿紡績会社である。

　以上19作品のうち、資料図面等により⑧と⑩および⑪と⑬は

夫々同一の建物であることが判明し、建物数は17軒（但し④1、

④一2は1軒とする）と確認できた。但し、建物用途および概要が

確認できた建物は15軒である。また15軒の内、掲載写真により

②第一屋、③菅野真湛氏の住宅、⑤櫻根医院、⑬亀高邸、⑭新荘氏

邸、⑮鹿姑居（自邸）、⑯高田氏邸、⑰仙台バプテスト教会の8軒が

建設されたことが判明したが、他については、実際に建設されたこ

との確認はとれない。

3．住宅作品にみられる特徴

　建築内容が明らかな15軒の南の作品について、外観、平面およ

び室内についてそれぞれの特徴をまとめたものが［表3］である。

　このうちの、9軒の住宅について、特徴を見る。

1）外観の特徴

（1）屋根について

　屋根の形状については、緩勾配屋根および陸屋根が採用されてい

る。勾配屋根は、切妻、寄せ棟あるいは切妻・’ ｹ棟併用のものが

ある。勾配屋根に一部陸屋根を併用したものもが最も多く、9軒の

うち③菅野真湛氏の住宅、④1二十坪前後の家、⑧郊外に建つ家（⑩

某氏の家）、⑪住宅（⑬亀高邸）の4軒（44．5％）ある。次いで、

勾配屋根のみ使用の建物は①K氏の住宅、⑦某氏の家、⑭新荘氏邸

（和風）の3軒（33．3％）ある。陸屋根のみが使用されている住

宅は⑮自邸並びに⑯高田氏邸の2軒（22．2％）ある。なお、緩勾

配屋根は、①K氏の住宅、③菅野真湛氏の住宅、④・1二十坪前後の
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（1）住宅
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⑧（⑩）郊外に建つ家（S208新）
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⑬（⑪）亀高邸（S4．04新S5．01社）
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T字型平面　　凹凸の多い平面　　3面開放の室

昌樽挙ロ阻 亀　　属　　口

水平線の強調

暖炉同様にデザインされた門柱　　　　　　　　山邑邸と同様のデザイン椅子　　　　　　　　門柱同様にデザインされて暖炉

　　　　　　　　　　　　　　　　　藩鍵

　　　　　　　　　　　　一文字型及び一文字変形型平面　　凹凸の多い平面

⑯高田氏邸（S9．09住）
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（3）事務丁付住宅　　　　　　　　（4）店舗

⑥事務所付住宅（T15．10新）　　　②或る商店の設計（改造）（T15．10釈）
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（5）医院

⑤櫻根医院（T15．09新　S5ア　S11近）

　　灘鐙

（6）教会

⑰仙台バプテスト教会（S55史）
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家、④・2二十坪の住宅、⑦某氏の家、⑪住宅（⑬亀高邸）、⑭新荘

氏邸の6軒（7プラン）（67％）に見られる。また、9軒全てが深

い軒を有している。

　次に、ケラバの転びについては、①K氏の住宅、④・1二十坪前後

の家、⑦某氏の家、3軒（33．3％）、鼻隠しの転びについては、①

K氏の住宅、③菅野真子氏の住宅、⑦某氏の家、⑪住宅（⑬亀高邸）

の4軒（44．5％）に確認できる。

（2）水平線について

　⑭新荘氏邸、⑮自邸および⑯高田官邸の3軒を除いて6軒（6

7％）に、軒の線、パラペット上端および内法高と腰高位置での押

し縁による水平線を強調したデザインがみられる。

　これら、深い軒、ケラバおよび鼻隠しの転び、水平線を強調した

外観デザインは、ライトの建築に見られる特徴として知られており

Wピコック邸（1900年）他、多数のプレーリーハウスに見られ

る特徴と共通している32。

（3）太柱について33

　例えば③菅野真直氏の住宅の1階南側や東側にみられるように、

壁厚よりも大きい柱をく太柱〉とすると、⑭新荘氏邸、⑮自邸、⑯

高田氏邸の3軒を除いて、6軒（67％）に太柱が使用されている。

（4）窓建具の格子について

　9軒のうち、⑭新荘氏邸、⑮自邸、⑯高田氏邸の3軒と確認で出

来ない1軒を除いて、①K氏の住宅、③菅野真湛氏の住宅、⑦某氏

の家、⑪住宅（⑬亀高邸）の4軒（44．5％）の建具に均等割りで

はない格子が使用されている。例えば③菅野真湛氏の住宅には格子

内の一部に鏡板をはめ込んだガラス窓のデザインが使用されている。

　このデザインは、遠藤設計の萩原邸（1924年、右図）

ほか多くの住宅に見られるものに類似している。　　　　　，　wp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　幽艶
（5）その他

　【表3】の項目には挙げていないが、③菅野真湛氏の住宅の門塀に

は、例えばフランク・ロイド・ライトの設計したストックマン邸（

1908年）他の、外壁に使われている、「バックハンドトリム」と

呼ばれるデザインの押し縁飾りを採用している。　　　　　　　　’

2）平面の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　竪　　　、、

　9軒の住宅について、次の点が指摘できる。　u。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ストックマン邸
（1）平面の型

　9軒の住宅の平面について類型化すると、a）一文字型およびa’）

一文字変形型、b）十字型、　c）T字型、　d）ロ字型の5つに分類

できる。

　a）一文字型およびa’）一文字変形型（2軒3プラン）：④・1・

　④・2二十坪前後の家、⑭新荘氏邸

　b）十字型（4軒）：①K氏の住宅、③菅野真湛氏の住宅、⑦某氏

　の家、⑩（⑧）某氏の家

　c）T字型（1軒）：⑬亀高邸（⑪住宅と同一建物）

　d）ロ字型（2軒）：⑮自邸、⑯高田氏邸

　a）一文字型およびa’）一文字変形型については、例えば遠藤新自

邸に見るように、中央の居間の両側に居室を、北に水廻りを配した
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平面型に類似している。また、b）十字型については、例えばライ

灘認；よ鵜撫嘉姦しρ三二1． L」，

に居室あるいはポ＿チを配した平面型1瀬亡している。’窪嚢、

　なお、④・2二十坪前後の家を除き各型とも軸線の通った平面計画

をもっている。また、d）懸字型については、ほぼ長方形の平面で、

昭和8年（雑誌掲載年）以降の作品にみられる。

（2）凹凸の多い平面形

　9軒のうち、①K氏の住宅、③菅野真湛氏の住宅、④・2二十坪前
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屋根つき子ラス
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一 一 o 一

？？
一 o 一

？
一 一
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／
一 『 一

／
一 一 一 一

／

．・ ｶ字変形平面
一 一 一 一 o 一 一 一 一 0 一 一

／
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（二）
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／
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一 一
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／
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／

趣物と綻一された照明器具デザイン ／ ／ o ／ ／ ／ ／ ／ ／ o ／ ／ ／ 0 ／ ？？／

（三）

ｺ
内
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建物と続．一された絨穂デザイン ／ ／ ？／ ／ ／ ／ ／ ／ o ノ ／ ／ o ／ ？？／

幾何学形に彰刻された凝灰岩の履炉 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ O ／
　 一

／

＜凡例＞

X灘
　　含：継搾用
　　／：図面または写真無し

※1：同建物
※2：同．．・・建物「亀高邸」

ルーフバルコニーも陸屋楓とした　．

（一）：図面および写真による

（．二）：平面図による

（三｝：写：真による

後の家、⑦某氏の家、⑩某氏の家、⑪住宅（⑬亀高邸）、⑭新荘氏邸

の7軒（78％）が、凹凸の多い平面形をしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
（3）室3面の開口部

　部屋の壁面4面のうち、3つの面に開口部を設けた、一室3面開

口（開放）のある部屋は、①K氏の住宅③菅野真湛氏の住宅、④

・1・④・2二十坪前後の家、⑦某氏の家、⑪住宅（⑬亀高邸）、⑭新荘

氏邸である。9軒のうち、6軒（7プラン）（67％）が1室の3面

に開口部を設けている。南の設計の1室3面開放という特徴は、ラ

イト設計のプレーリーハウスに多数見られる特徴と共通している。

（4）窓の開閉形式について9軒のうち①K氏の住宅、③菅野真湛

氏の住宅、④・2二十坪前後の家（④一1は不明）、⑩某氏の家、⑪

住宅（⑬亀高邸）の5軒（56％）に、開き窓の形式を採用してい

る。⑭新荘氏邸、⑮自邸、⑯高田氏邸の3軒については開き窓が無

く、引き違い窓を採用している。他の1軒の開閉形式は、確認でき

ない。

（5）その他

　暖炉については、9軒中の①K氏の住宅、③菅野真湛氏の住宅、

④2二十坪前後の家、⑦某氏の家、⑩某氏の家、⑪住宅（⑬亀高邸）

6軒（67％）に設置されている。

　また、造り付収納は、③菅野真湛氏の住宅、⑦某氏の家、⑩某氏

の家、⑪住宅（⑬亀高邸）、⑭新荘氏邸、⑮自邸、⑯高田氏邸の7軒

（78％）に見られる。

　以上により、南信が設計した住宅の作風の特徴として次の点が指

摘できる。

深い軒、水平線を強調した外観、ケラバおよび鼻隠しの転び、太柱

の採用、軸線の通った平面計画、均等割りでない建具格子、凹凸の

多い平面形、部屋の3面にある開口部、開き窓、造り付収納、暖炉

　これらの特徴は、南の住宅作品のなかでも特に昭和4年以前の建

物において多く見られる34。また、昭和7年以降の⑭新荘氏邸、⑮

鹿姑居（自邸）、⑯高田氏邸には、これらの特徴はみられない。この

ことは、昭和4年から昭和7年の間に、南信の作風に変化が生じた

ことを示している。

　なお、昭和7年の自邸建設にあたっては、乾式工法、陸屋根、ほ

ぼ長方形の平面形で、3面開口を持つ室はなく、外壁は羽目板に白

く塗装され、開口部は主に引き違い建具を用い、丸窓も見られる。

建具には格子が無いという、それ以前の住宅作品にはない作風へと

大、きく変わっていることもわかる。

4．終わりに

　以上によって、南信の経歴と住宅作品にみられる特徴を明らかに

することができた。

　南信は明治25年（1892）2月13日に仙台に生まれ、大正6

年に東京帝国大学工科大学建築学科を卒業後、ライト設計の帝国ホ

テルの建設にかかわっている。大正11年秋には遠藤南建築創作所

を遠藤と共同で開設し、同12年には兵庫県芦屋の山邑別邸（和館）
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で設計活動を続けた。その後、大正14年に南建築事務所を設立し、

主に兵庫と大阪で仕事をしたが、昭和10年に、満州で再び遠藤と

共同の事務所を設けた。しかし、昭和18年に肺結核に感染し、そ

の後療養生活に入ったが終戦となり、昭和21年11月に病院船で

帰国した。戦後も引き続き療養生活を送り、昭和26年（1951）

3月20日に仙台で没した。

　南信の昭和4年以前の住宅作品にみられる特徴には、外観では、

緩勾配屋根、深い軒、屋根のケラバおよび鼻隠しの転び、塔状の煙

突、朝出、均等割りでない格子の建具、水平線を強調したデザイン、

平面では、軸線が通り、室の凹凸が多く、部屋の3面に開口部があ

る設計で、臆面、開き窓の使用、暖炉がみられた。これらの点につ

いては、水平線を強調したデザインや3面開口の部屋、あるいはケ

ラバの転びなどのようにライトや遠藤新の設計になる住宅とも共通

した特徴がみられることも明らかになった。

　その後、南信の住宅作品は、昭和4年から昭和7年の間に作風に

変化が生じ始めている。特に昭和7年に竣工した自邸には、それ以

前にはみられない作風の住宅が現れていることが明らかである。

　なお、フランク・ロイド・ライトあるいは遠藤新の南への影響や

彼の作風の変化については、稿を改めて詳細に報告したい。
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注）

1　作品にh野冊一一邸（大正12年）がある：『建築画報』第5巻第6号（大

正13年6月）口絵，pp．5。ヒ野心一一A（1883～1957）：産業能率、科

学管理法の研究者で、1950年産業能率短期大学を設立した。

2　後にレーモンドのドで後藤新’F邸（大正11年）、リード博一L＝邸（大正1

3年）を担当しているa『アントニン・レーモンド作品集1920－1935』
昭和10年　また『自伝アントニン・レーモンド』昭和45年に「ライトの

周辺にいた若い建築家の中で最も親密だったのは内山隈．であった。」とある。

3　1889～1959　1917年コーネル人｝卒業（卒業証書による）。

遠藤新と同時期にタリアセンに滞在。1999年8月22日長男　憲厨氏か
らの聞き取り調査による。

4　r日本建築協会雑誌』第2輯第11号（大正8年）「会員消息　住所移転

（特別賛）炉藤清蔵　東京市麹町区帝国ホテル新築事務所」とある。

5　ライトを囲む和有で撮影の写真（遠藤楽氏所蔵）の裏に遠藤新夫人みやこ

のメモで「ライト氏、林さん、ミュラ氏、ぱ、．レーモンド氏、ヤングミュ

ラさん、南さん，渡辺さん、河野さん、高橋さん、剣持さん、藤さん（東さ

ん？）」の二人がある。「藤さん」とあるのは藤倉憲．：郎である（憲1郎長男

憲明氏所蔵の写真で同・人物であることを確認した）。

6　東京大学「木葉会名簿2000」により大正6年37凹卒業を確認。

7　「南信は1916年の東大建築科出身、初めトラスコン会社に勤め、帝国ホ

テルへは、トラスコンから派遣されました。」とある。『アルス建築大講座』

合本第一一巻（昭和5年）pp．155～156

8　追悼集『伊東和雄小照』（昭和8年11月）：伊東の「略歴」に「大IE　ll

年10月遠藤南建築創作所二入所ス」とある。また、『アルス建築大講座』合

本第・巻（昭和5年置pp．156に「ホテル完成後、遠藤町と共同で建築事務所

を持ち、後独立して、大阪に事務所を持って居ます。」とある。
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9　所在地：東京市神田区表猿楽町10番地同盟会館

10過去何度もの聞き取り調査による。

11　この移転先については大正12年5月の『建築雑誌』に掲載されたもの

であることから、実際の移転は5月以前であると考えるのが妥当であろう。

12　1994年4月4日の聴き取り調査による。

13　『アルス建築大講座（合本）第…巻』昭和5年によれば「芦屋1925

ライトと試作」とあり、山邑別邸は、ライトと南信の共作で、大正14年に
竣工したということになる。

14　r建築と社会』第8輯第7号pp．35

15　南の義弟で所員でもあった伊東和雄の追悼集r伊東和雄小照』（昭和8

年11月）の「略歴」による。「同（大IE）十四年九月大阪二移リ南建築事務

所二入所、芦屋南方二寄寓」とある。

16　r建築と社会』．第9輯第12号pp．42

17南の義弟で所員でもあった伊東和雄の追悼集『伊東和雄小照』（昭和8年

11月）の「略歴」による。「同（大正十一・年）同．（f月）遠藤南建築創K所

二入所ス　同十四年九月大阪二移リ南建築事務所二入所、芦屋南方二寄寓」

とある。

18　『新建築』第3巻第3号　広告「南建築設計事務所　工学士南信　兵庫

県武庫郡（阪急沿線）芦崖山坂1537　電話芦屋168」

19　『建築雑誌』第42輯508F｝pp．440「会員動静●転居転勤共他　正　南

信君　事務所新設、大阪市中ノ島大阪ビル5階（上、6622）とある。

20　『建築と社会』第13輯第4号12頁「会報　第5部（住宅）委員会　南

信氏（大阪ビル南建築事務所　電土6622）、『建築と社会』第15輯第10号広

告pp．10に『大阪・北・ポ是町、大ビル五階」とある。

21　「ダイビル株式会社」（株式会社大阪ビルヂングが、昭和20年10月目

大阪建物株式会社に、平成4年1月にダイビル株式会社に社名を変更）の会

社沿革によれば、「大阪ビル」あるいは「ダイビル」は、大正12年10月目設

立の株式会社大阪ビルヂングの所有で、大正14年9月に大阪市北区中之島に
竣．1二した、「ダイビル本館」と考えられる。後に、「新館」が「ダイビル本館」

に隣接して建てられている。その年代が昭和12年7月であることから、r建

築と社会』昭和7年10月号にある「大ビル」は「大阪ビル」は、同・ピルと考

えられる。また、高橋i・F”：編集『城ド雪占地図散歩4大阪・近畿11】の城ド町』

　（平凡社，1996）pp．30に「中之島古町名には、（中略）宗疋町、（中略）

など明らかに江戸初期以来中之島開発に携わったと思われる人々の名が冠さ

れていた。」とある。これらのことから、『建築と社会』昭和3年4月号にあ

る「中ノ島大阪ビル」とr建築と社会』昭和7年10月号にある「北・宗是町、

大ビル」は同一…所在地の同・建物と考えられる。なお、ダイビルは、現存す

る建物。

22南の義妹にあたる南範子氏からの聞き取り調査（1999年11月～2002年

8月）による。

23南の義妹にあたる南範ヂ氏によれば、南信の白邸には、昭和9年4月に

南の妻雪子の兄である伊東俊雄（南範f氏の父）一一家が、入居している。

24　満州での、南信個人の設計業績については確認できていない。なお、針

岡繁によれば、「遠藤新・南信建築設計’K務所」の仕事は、満州中央銀行関係、

奉天（現溶陽）の大きなホテル、住宅、事務所ビル等多数であった。

25　南範子氏の証言による。

26南信の戸籍謄本の写しによる。

27第2巻第2号附録、第2巻第3号pp22～23、第2巻第6号pp．2～9、

第2巻第7号pp．23～26、第2巻第9号写真版、第2巻第10号pp．34～36、

第3巻第5号付録、第3巻第8｝ゴ写真挿絵、第3巻第11｝ナpp．16～19・pp20

～21、第4巻第8号挿絵・pp．22～23、第4巻第10壕pp．1、第5巻第4号挿
絵・pp．18～27・pp．28～29

28第13輯第1号PP．6

29第17巻第6号PP345～346、第18巻第10号PP．606～609、第19巻

第9号pp．144～148

30第1巻PP．154～156、第3巻口絵

31　　pp．224

32B．H．ブラッドレー邸（1900）、　S．L．ダナ邸他、プレーリーハウスに

多く見られる。殊にF．C．ロービー邸（1906年）は、水平線の強調された

住宅として知られている。

33　南の設計と同様の太い柱が、遠藤新設計の山陽高等女学校校舎にある。

r山陽新誌』（大iE　14年4月3日）に、その太い柱についての記郭があり、

「太柱」と書かれている。この「門柱」の呼称を採用した。

34亀高邸の竣1二年はrアルス建築大講座（合本）第・巻』昭和5年pp．156

の1928年を採用した。

（2003年2月10日原稿受理，2003年7月4日採用決定）


